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１．はじめに  

 管路更生工法は農業用水用パイプラインの保全対策として，老朽管路の水密性や耐荷能

力などの回復また向上を確保することができる工法である。その中で，単独管（反転・形

成工法）で用いる更生材料の管厚設計は，内外圧を受けるとう性管の管厚計算１）により決

定されるが，その設計諸元に用いる材料物性については，これまで短期物性に安全率 3 を

考慮した値が用いられることが多く，耐用年数を考慮に入れた長期性能については十分な

検討がなされてこなかった。本研究では，単独管の更生材料に求められる長期性能及び評

価手法の検討を行うと共に，得られた長期試験値の設計への反映方法の検討を行った。  

２．試験の概要  

２．１長期評価項目の考え方  

更生管には長期にわたって水圧に起因する管周方向の引張応力が作用するため，内外圧

から求める管厚計算においては，許容引張応力度は長期の強度特性を見込んだ値を用いる

必要がある。その評価方法としては，直接的な方法として管での長期内圧破断試験を行う

方法と，代用評価として平板での長期引張破断試験を行う方法があるが，試験精度や期間，

費用を総合的に勘案して平板による長期引張破断試験で評価することとした。一方，たわ

み率から求める管厚計算式においては，基本的に周辺土壌は締め固められているとの考え

に基づくと，計算に用いるヤング係数は短期の値を用いれば良い。また，脈動圧の影響に

ついては，パイプラインの使用環境下では，バルブ開閉等に起因する脈動圧の発生は少な

く材料への影響は小さいと考えられ本研究では実施しないこととした。  

２．２試験方法  

長期試験として，平板から切り出したダンベル状試験片を用い，JIS K 7115（プラスチ

ック－クリープ特性の試験方法－第１部：引張クリープ）に準じて長期引張破断試験を実

施した。試験雰囲気は更生管の使用環境を考慮に入れて水中雰囲気とし，23℃±5℃の試験

温度で実施した。試験時間については最大 10,000 時間付近で少なくとも n=1 以上のデータ

を取得することとした。試験装置は試験材料を水中に浸漬した状態で所定の静的引張応力

を負荷できる構造となっている。試験片が破断した時には，センサーが破断を検知して自

動的にタイマーが止まり破壊時間を記録できる。試験装置及び試験片取り付け部分の詳細

を Pic.1 及び Fig.1 に示す。  

３．結果と考察 
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